
は
じ
め
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
一
般
の
話
題
に
上
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
新
聞
報
道
を
検
索
す

る
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
記
事
は
、
二
〇
一
四
年
一
四
一
三
件
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
五
年
二
七
〇
三
件
、
二

〇
一
六
年
四
四
六
四
件
と
増
加
し
、
二
〇
一
七
年
は
八
月
末
時
点
で
四
一
〇
〇
件
に
達
し
、
年
換
算
す
る
と
六
〇
〇
〇
件
に
達
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
（
１
）。

た
だ
し
、
一
般
に
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
寄
付
型
や
成
果
還
元
（
購
入
）
型
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
類
似
の
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
領
域
で
、
注
目
さ
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
投
資
型
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
会
社
の
新
規
参
入
が
相
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
〇
一
六
年

一
〇
月
、
日
本
ク
ラ
ウ
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
、
第
一
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
の
登
録
承
認
を
受
け
、
業
務
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ソ

ニ
ー
銀
行
が
二
〇
一
七
年
八
月
、「Sony

B
ank

G
A

T
E

」
と
い
う
名
称
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
設
し
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
う
ち
、
フ
ァ
ン
ド
型
の
類
型
で
こ
の
業
務
に
参
入
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
に
な
っ
て
か
ら
は
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
が
七
月
末
に
第
一
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
の
登
録
を
終
え
、
九
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
第
一
種
少
額
電
子
募
集
取
扱
業
と
は
、
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
意
味
し
て
お
り
、
す
で
に
株
式
型
で
資

（1）

投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
新
た
な
展
開
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金
調
達
し
た
企
業
も
現
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
も
と
づ
き
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
新
規
参
入
し
た
ソ
ニ
ー
銀
行

の
取
組
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
資
金
調
達
を
行
っ
た
三
社
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

そ
の
上
で
、
今
後
の
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
動
向
を
検
討
す
る
。

１
　
ソ
ニ
ー
銀
行
の
取
組

ソ
ニ
ー
銀
行
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
ネ
ッ
ト
専
業
銀
行
と
し
て
設
立
、
同
年
六
月
よ
り
業
務
を
開
始
し
た
。
同
社
の
企
業
理
念

は
、
①
フ
ェ
ア
で
あ
る
、
②
日
本
経
済
の
新
た
な
成
長
に
貢
献
す
る
、
③
資
産
運
用
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
、
④
Ｉ
Ｔ
技
術
を
最
大
限

活
用
す
る
、
⑤
一
人
ひ
と
り
の
お
客
さ
ま
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
⑥
よ
り
有
利
な
商
品
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
、
⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
、
⑧
自
由
豁
達
で
愉
快
な
業
務
環
境
を
整
備
す
る
、
と

さ
れ
て
お
り
、
同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
参
入
は
、
銀
行
本
体
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
登
録
金
融
機
関
業
務
）
と
と

も
に
、
こ
の
企
業
理
念
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
参
入
に
関
し
て
は
、
顧
客
に
リ
タ
ー
ン

を
還
元
す
る
だ
け
で
な
く
、「
共
感
」・「
応
援
」
と
い
っ
た
、
新
し
い
投
資
ス
タ
イ
ル
が
提
供
で
き
る
点
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
参
入
に
際
し
て
は
同
社
の
優
位
性
が
以
下
の
点
で
発
揮
で
き
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
①
ネ
ッ
ト
金
融
と
し
て
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
実
績
を
有
し
て
い
る
。
同
社
は
長
年
に
わ
た
っ
て
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
て
き
た
経
験

と
実
績
を
有
し
、
顧
客
の
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。
②
シ
ス
テ
ム
構
築
力
と
堅
牢
性
を
有
し
て
い
る
。
同
社
で
は
ネ
ッ
ト
で
の
金
融

取
引
や
手
続
き
が
完
結
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、
既
存
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
活
用
で
き
る
た
め
、
新
規
投
資
が
削
減

（2）



で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も
同
社
の
口
座
を
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
本
人
確
認
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
③
投
資
意
欲
の
高
い
顧
客
を
有
し
て
い
る
。
同
社
は
一
二
七
万
口
座
（
二
〇
一
七
年
六
月
末
時
点
）
の
個
人
顧
客
を
有

し
、
こ
の
顧
客
層
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
と
し
て
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
同
社
の
参
入
上
の
優
位
性

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
社
に
は
、
銀
行
業
務
で
培
っ
て
き
た
人
的
な
専
門
性
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
優
位
性
と
な
っ
て
い

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
専
門
性
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
業
務
の
構
築
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
運
営
に
も
生

か
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
社
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、「Sony

B
ank

G
A

T
E

」
と
称
さ
れ
、
国
内
で
は
、
銀
行
が
投
資

型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す
る
初
の
取
組
と
な
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
資
金
調
達

ス
キ
ー
ム
の
概
要
は
、
図
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

同
社
で
は
、
ス
キ
ー
ム
を
い
わ
ゆ
る
フ
ァ
ン
ド
型
に
限
定
し
て
お
り
、
株
式
型
や
貸
付
型
は
採
用
し
て
い
な
い
。
フ
ァ
ン
ド
型
を

採
用
し
た
理
由
は
、
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
、
投
資
対
象
を
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定
し
一
定
期
間
の
ゴ
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
資
資
金
が
ゼ
ロ
に
な
る
可
能
性
は
低
く
、
比
較
的
リ
ス
ク
を
限
定
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

株
式
型
の
場
合
、
非
上
場
企
業
の
株
式
は
流
動
性
が
低
く
、
銀
行
と
し
て
取
り
扱
う
に
は
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る
と
と
も
に
、
金
融
商

品
取
引
法
上
の
規
制
も
あ
る
た
め
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
貸
付
型
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
２
Ｐ
型
の
運
営
は
貸
金
業
法
上
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
匿
名
組
合
型
の
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
も
一
社
へ
の
単
独
貸
付
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
資
金
の
出
し
手
と
借

り
手
の
間
に
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
が
構
築
し
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、
同
社
の
「
共
感
・
応
援
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
合
致
し
な

い
と
さ
れ
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
出
資
者
へ
の
分
配
金
を
投
資
先
事
業
の
売
上
高
の
一
定
割
合
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
利
益
で
は

（3）



な
く
、
売
上
高
を
採
用
し
た
理
由
は
、
利
益
は
操
作
可
能
な
面
が
あ

り
、
利
益
の
正
確
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由

に
よ
る
。
同
社
で
は
、
ス
キ
ー
ム
の
策
定
に
際
し
て
は
、
同
社
の
企

業
理
念
で
あ
る
「
フ
ェ
ア
」
の
概
念
に
も
と
づ
き
、
投
資
家
、
企
業
、

同
社
の
三
者
に
と
っ
て
フ
ェ
ア
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
手
数
料
に
関
し
て
は
、
投
資
家
か
ら
は
徴
求
せ
ず
、
資

金
調
達
者
に
対
し
て
は
、
一
号
案
件
の
場
合
、
調
達
金
額
の
五
％
と

運
営
手
数
料
を
売
上
高
の
一
％
徴
収
し
て
い
る
。
同
社
は
、
こ
の
料

率
を
相
当
低
く
設
定
し
て
お
り
、
採
算
だ
け
で
判
断
す
る
と
、
か
な

り
厳
し
い
水
準
で
あ
る
が
、
今
後
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

拡
大
は
、
前
述
の
企
業
理
念
に
合
致
し
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
あ

え
て
こ
の
水
準
に
設
定
す
る
と
い
う
経
営
判
断
を
下
し
て
い
る
。

次
に
、Sony

B
ank

G
A

T
E

の
投
資
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
も

の
づ
く
り
な
ど
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
分
野
、
映
画
、
音
楽
、
ゲ
ー
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
分
野
、
医
療
、

健
康
、
美
容
な
ど
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
、
教
育
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

知
育
な
ど
の
教
育
分
野
、
飲
食
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
小
売
業
な
ど
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
野
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
住
宅
、
福
祉
な
ど

（4）

図表１　Sony Bank GATEの概要

＊ソニー銀行が運営する投資型クラウドファンディングは、第二種金融商品取引業の規制が課せら
れる集団投資スキーム持分の募集または私募の取り扱いに該当します。当該集団投資スキーム持
分は金融商品取引法上のみなし有価証券であり、一般的にリスクの高い商品です。
＊投資型クラウドファンディングによる出資は預金でなく、預金保険の対象外です。
（出所）同社資料による。

ご利用いただけるか
た

サービス名称

日本国在住でソニー銀行口座をお持ちの個人のお客さまで、投
資型クラウドファンディングの申し込み時に満20歳以上のかた

Sony Bank GATE
商品名 投資型クラウドファンディング
目標募集金額 1,000万円～１億円程度
募集期間 30日～60日程度

申込金額
ファンドごとに設定（一口、５万～10万円程度）
「１人あたりの申し込み上限口数」まで申し込み可能。原則500
万円未満。

分配金の取り扱い 予め匿名組合契約で定めた事業の売上高の一定割合（分配率）
取引方式・通貨 募集型、円普通預金からの申込・円建て
会計（ファンド）期間 １～３年間程度

手数料
投資家：取引にかかる手数料は無料（０円）
挑戦企業：資金調達手数料、ファンド運営管理費用など（ファ

ンドごとに異なる）



の
ソ
ー
シ
ャ
ル
分
野
と
さ
れ
、
特
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
分
野
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
リ
ー
か
ら
ミ
ド
ル
と
い
わ
れ
る
中
期
ス

テ
ー
ジ
と
し
、
資
金
使
途
と
し
て
は
量
産
費
用
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
の
開
発
費
用
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
を
想
定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
対
象
ス
テ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
事
案
に
よ
っ
て
柔
軟
な
対
応
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
投
資
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
財
務
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
、

他
社
か
ら
の
紹
介
、
内
部
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
案
件
発
掘
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
投
資
先
企
業
に
対
し
て
は
、
資
金
調
達
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ：

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
を
中
心
に
三
か
月
に
一
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。
②
審
査：

資
金
使
途
や
経
理
体
制
の
確
認
な
ど
、
月

次
、
四
半
期
、
年
次
ベ
ー
ス
で
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
定
め
、
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
他
方
、
出
資
者
に
は
特
典
を
送
付
す
る
だ
け
で
な

く
、
資
金
調
達
企
業
か
ら
投
資
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
同
社
を
通
じ
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
資
金
調
達
者
と
提
供

者
の
結
び
つ
き
を
維
持
・
強
化
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
資
金
調
達
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
も
活
用

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Sony
B

ank
G

A
T

E

に
よ
る
資
金
調
達
案
件
の
第
一
号
は
、
株
式
会
社
リ
ン
ク
ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
。
同
社
は
、
二
〇
一
四
年
創
業

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
たIoT

デ
バ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
同
社
の
デ
バ
イ
ス
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
、
全
家
電
を
制
御
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
も
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
同
社
製
品

「eR
em

ote
pro

」
を
連
動
す
る
こ
と
で
、
家
庭
内
の
家
電
の
オ
ン
・
オ
フ
が
制
御
で
き
、
そ
れ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
の
要
点
は
、
図
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
分
配
金
の
仕
組
み
は
図
表
３
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
案
件
は
、
八

（5）
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図表２　ファスマートホームIoTデバイスeRemote pro事業化ファンドの概要

（出所）ソニー銀行HP、http://moneykit.net/visitor/sbg/pj/20170001/detail.html

手数料

発行者（営業者）

Sony Bank GATE のお申し込みから分配までの間にお客さまに直接ご負担いた
だく手数料はございません。
本ファンドで営業者が負担する費用（ソニー銀行に支払う手数料）は以下の通
りです。
〈資金調達手数料〉
調達額に対して５％

〈ファンド運営管理料〉
会計期間中における本匿名組合事業の売上高に対して１％

株式会社リンクジャパン

申込受付期間
2017年08月08日～2017年08月24日
申込受付期間中であっても、申込金額が目標募集金額に達した場合は、申し込
みの受け付けを終了いたします。

会計期間
2017年09月01日～2018年07月31日
事業計画売上高を会計期間中早期に達成した場合、会計期間を繰り上げて終了
とし、分配金を当初の予定よりも早くお支払いいたします。

契約期間 2017年09月01日～分配金支払完了日まで

募集上限金額 10,500,000円
成立下限金額 9,500,000円
一口あたりの申込金額 50,000円
一人あたりの申込上限口数 99口

リターン（分配）の計算方
法

このファンドのリターン（分配）は、以下の計算式にて算出します。
［当該決算期間にかかる売上金額×25.270％÷200口］
【一口あたりの分配金計算例】
事業計画売上高（42,480,000円）達成時
42,480,000円×25.270％÷200＝53,673円（税引後：52,923円）
※出資金一口あたりの分配金の額に円未満の端数が生じた場合は、端数を切り
捨てて算定します。また、計算式上の売上金額は全て税抜金額とします。
※分配金の総額が出資金額を上回り利益が発生する場合、利益に対して

20.42％（復興特別所得税を含む）を乗じた金額が営業者により源泉徴収さ
れます。
※営業者は、本匿名組合事業の売上高として、本事業計画の売上高を保証する
ものではなく、分配金を保証するものでもありません。

決算日 2018年07月31日
分配予定日 2018年10月26日
目標募集金額 10,000,000円

事業計画達成時のリターン
（目標リターン）

1.07倍（税引後　1.05倍）
※事業計画達成時のリターン（目標リターン）は事業計画売上高が達成された
場合に、支援者に支払う分配金の出資金額に対する比率です。
（リターン＝分配金÷出資金）

年利　8.013％（税引後年利　6.377％）
※年利は目標リターンが達成された場合の会計期間における単年度あたりの利
回りを示します。保有期間による計算ではありませんのでご注意ください。
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図表３　分配金の仕組み

それぞれの分配率に応じた申し込み１口あたりの分配金の計算式は以下のようになり
ます。
〈出資金回収売上高到達前〉
売上高×分配率÷目標募集口数（＊１）

〈出資金回収売上高到達後〉
出資金相当額＋（売上高－出資金回収売上高）×分配率÷目標募集口数

分配金の計算は決算期間ごとに行われます。詳細は各ファンドの契約締結前交付書面
をご確認ください。
（＊１）分配金の計算で使用する目標募集口数は募集結果にもとづく合計出資口数で

はありません。

事業計画売上高達成時の分配例
（１口100,000円、目標募集口数500口の場合）

・リターンは「分配金」のみです。出資金は償還されませんが、事業計画の売上高が
達成されたときは出資金相当額を上回る分配が行われることになります。
・分配金は出資した事業の売上高（＊２）を基準として決定します。
（＊２）挑戦企業の会社全体の売上高ではございません。また「利益」基準ではご

ざいません。
・分配金の支払回数は会計期間終了後に一括で分配する場合と会計期間中に複数回に
分けて分配する場合の２種類がございます。ファンド情報の分配予定日でご確認く
ださい。
・分配金の総額が出資金額を上回り利益が発生する場合、利益に対して20.42％（復興
特別所得税を含む）を乗じた金額が営業者により源泉徴収されます。
・挑戦企業（営業者）は、匿名組合事業の売上高として、事業計画の売上高を保証す
るものではなく、分配金を保証するものでもありません。
・事業計画売上高を会計期間中早期に達成した場合、会計期間を繰り上げて終了とし、
分配金を当初の予定よりも早くお支払いいたします。

（出所）ソニー銀行HP、http://moneykit.net/visitor/sbg/pj/20170001/detail.html

事業計画
売上高
2.5億円

分配率分配率 10 10％

500500万円万円 ÷ 500500口 1万円万円
（利益）

1口あたりの分配金
1111万円万円

出資金回収
売上高
2億円

売上高全体

分配率分配率 25 25％

5,000000万円万円 ÷ 500500口 1010万円万円
（出資金相当額）



月
八
日
に
募
集
が
開
始
さ
れ
、
同
日
に
目
標
募
集
金
額
を
達
成
し
、
短
期
間
に
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
号
案
件
は
、

成
功
し
た
と
い
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
投
資
家
の
反
応
を
見
る
と
、
投
資
家
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
。最

後
に
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
今
後
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

①
　
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
資
金
提
供
を
行
う
投
資
家
は
、
相
当
数
に
上
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
。

②
　
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
を
行
う
企
業
も
相
当
存
在
し
、
そ
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
大
き
い
。

③
　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
者
の
採
算
に
つ
い
て
は
、
投
資
ス
キ
ー
ム
と
し
て
の
性
格
上
、
手
数
料
を
低
位
に
抑
え
る
必
要
が

あ
り
、
事
業
の
採
算
性
に
は
難
点
が
あ
る
。

同
社
は
、
③
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
①
お
よ
び
②
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
企
業
理
念
に
も
と
づ
い
た
取
組
を
行
っ
て
い
る

と
い
え
る
。

２
　B

ank
Invoice

の
事
例

B
ank

Invoice

株
式
会
社
は
、
手
島
太
郎
氏
に
よ
っ
て
二
〇
一
五
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業

は
、
請
求
書
デ
ー
タ
共
有
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
る
。
本
社
所
在
地
は
、
東
京
都
中
央
区
京
橋
、
資
本
金
一
四
七
九
万
円
（
二
〇
一

七
年
四
月
二
四
日
現
在
）、
発
行
済
株
式
数
四
三
一
万
株
（
同
）
で
あ
る
。

同
社
事
業
は
、「
紙
を
な
く
す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
お
り
、
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
請
求
書
原
本
を
電
子
化
し
、

請
求
元
と
請
求
先
が
双
方
向
に
結
合
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
取
引
デ
ー
タ
は
統
合
さ
れ
、
一
元
管
理
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
紙
媒
体
が
不
要
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
経
理
処
理
の
負
荷
も
軽
減
で
き
る
。
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同
社
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
、
日
本
ク
ラ
ウ
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
運
営
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
に
お
い
て
、
株
式
発
行
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
た
。
同
社
の
募
集
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
申
込
期
間：

二
〇
一
七
年
四
月
二
四
日
〜
二
〇
一
七
年
四
月
二
四
日

②
　
目
標
募
集
額：

五
〇
〇
万
円

③
　
目
標
募
集
額
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

シ
ス
テ
ム
開
発
費
五
〇
〇
万
円
（
内
訳
と
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
人
件
費
六
か
月
分
三
〇
〇
万
円
、
外
注
費
六
か
月
分
二
〇
〇
万
円
を
予
定
）

④
　
上
限
応
募
額
（
一
五
〇
〇
万
円
）
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

シ
ス
テ
ム
開
発
費
五
〇
〇
万
円
、
知
的
財
産
権
取
得
費
八
〇
〇

万
円
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
費
二
〇
〇
万
円

⑤
　
募
集
株
式
の
種
類
お
よ
び
数
（
上
限
）：

普
通
株
式
三
七
万
五
〇
〇
〇
株

⑥
　
募
集
株
式
の
払
込
金
額：

一
株
あ
た
り
四
〇
円

⑦
　
投
資
金
額
の
コ
ー
ス
お
よ
び
株
数：

一
〇
万
円
コ
ー
ス
（
二
五
〇
〇
株
）、
三
〇
万
円
コ
ー
ス
（
七
五
〇
〇
株
）、
五
〇
万
円
コ

ー
ス
（
一
万
二
五
〇
〇
株
）

⑧
　
払
込
期
間：

二
〇
一
七
年
五
月
八
日
〜
二
〇
一
七
年
六
月
一
三
日

⑨
　
増
加
す
る
資
本
金
お
よ
び
資
本
準
備
金：

増
加
す
る
資
本
金
の
額
　
一
株
あ
た
り
四
〇
円
、
増
加
す
る
資
本
準
備
金
の
額
　
一

株
あ
た
り
〇
円

⑩
　
募
集
株
式
の
譲
渡
制
限：

譲
渡
制
限
が
付
さ
れ
て
お
り
、
株
主
は
、
株
式
を
譲
渡
す
る
際
に
、
株
主
総
会
の
承
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑪
　
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人
に
よ
る
監
査：

B
ank

Invoice

株
式
会
社
の
財
務
情
報
に
つ
い
て
、
公
認
会
計
士
又
は
監
査
法
人

（9）



に
よ
る
監
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

⑫
　
発
行
者
に
お
け
る
株
主
管
理
に
関
す
る
事
項：

B
ank

Invoice

株
式
会
社
が
管
理
す
る
株
主
名
簿
に
よ
り
、
自
社
で
行
う
（
２
）。

同
社
の
資
金
調
達
は
、
八
七
人
か
ら
の
入
金
が
集
ま
り
、
総
額
一
四
六
〇
万
円
の
資
金
が
集
ま
っ
た
。
一
人
あ
た
り
の
平
均
投
資

額
は
、
一
七
万
円
程
度
で
あ
っ
た
。

同
社
の
手
島
氏
に
よ
る
と
、
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
理
由
は
、
何
よ
り
も
資
金
調
達
目
的
で
あ
り
、
実

績
も
な
く
、
担
保
を
有
し
な
い
以
上
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
資
金
な
し
に
は
事
業
運
営
は
難

し
か
っ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
ク
ラ
ウ
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
の
情
報
を
得
て
、
即
時
に
同
社
に
自

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
こ
れ
が
資
金
調
達
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
際
、
他
の
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
な
く
、
比
較
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
資
金
調
達
か
ら
同
社
が
経
験
し
た
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
と
な
る
。

①
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
同
社
の
よ
う
な
事
業

の
理
解
に
専
門
性
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
売
上
計
上
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
るB

toB

の
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
、
投
資
対
象
と
さ
れ
な

い
場
合
が
多
く
、
同
社
に
と
っ
て
は
設
立
初
期
の
段
階
で
投
資
は
受
け
た
が
、
商
品
化
と
売
上
計
上
ま
で
に
必
要
な
資
金
額
で
は

な
か
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
中
に
は
、
株
式
の
買
戻
し
契
約
を
求
め
る
も
の
も
あ
り
、
支
援
を
受
け
る
と

い
う
判
断
は
下
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
社
の
よ
う
な
小
規
模
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
多
数
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
特
に
Ｉ
Ｔ
系
を
中
心
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
す
る
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
判
断
さ
れ
る
。

②
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
よ
り
も
個
人
マ
ネ
ー
に
期
待
さ
れ
る
が
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
と
っ
て
、
株
主
に
な
っ
て
く
れ
る
投
資
家
を
探
す
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
両
社
を
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マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
を
提
供
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
ベ
ン
チ

ャ
ー
投
資
の
重
要
な
チ
ャ
ネ
ル
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

③
　
同
社
の
投
資
家
は
、
将
来
的
な
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
期
待
し
て
お
り
、
そ
れ
が
魅
力
で
投
資
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。
潜
在
的
な
投
資
家
は

多
数
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同
社
は
今
後
も
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
資
金
調
達
す
る
意
向
を
有

し
て
い
る
。

④
　
今
後
、
株
主
数
が
増
加
し
た
場
合
、
流
動
性
を
提
供
す
る
た
め
に
、
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
選
択
肢
で

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
す
る
ま
で
、
同
社
を
支
援
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
株
主
も
そ
の
間
に
換
金
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

⑤
　
今
後
、
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
説
明
会
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
経
由
で
の
情
報
交
換
な
ど
も
検
討
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
際
法
規
制
の
順
守
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
慎
重
な
取
組
が

必
要
で
あ
る
。

⑥
　
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
の
手
数
料
は
、
相
対
的
に
安
価
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

な
し
に
は
、
同
社
の
事
業
展
開
が
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
運
営
会
社
が
採
算
の
限
界
ラ
イ
ン
で
運
営
し
て
お
り
、

こ
の
市
場
拡
大
に
対
す
る
熱
意
と
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑦
　
資
金
調
達
後
、「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
は
丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
内
容
は
、
�
資
本
政

策
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
�
事
業
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
�
資
本
計
画
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

経
理
面
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
受
け
て
お
り
、
月
次
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
月
に
数
回
程
度
面
談
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
同
社
は
、
今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
面
や
Ｉ
Ｒ
面
な
ど
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に
お
い
て
非
常
に
満
足
な
成
果
が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
会
社
に
対
し
て
も
高
く

評
価
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

３
　
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
事
例

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
り
、
印
刷
お
よ
び
出
版
業
と
し
て
店
舗
名
称

「
レ
ト
ロ
印
刷
Ｊ
Ａ
Ｍ
」
を
運
営
し
て
い
る
。
同
社
の
特
徴
は
、「
印
刷
と
遊
ぶ
、
印
刷
で
遊
ぶ
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
顧
客
自
身
が
印
刷
物
を
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
れ
を
印
刷
す
る
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
方
式
」
を
採
用
し
て
お
り
、
店
舗
で
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同

社
は
、「
レ
ト
ロ
印
刷
」
の
名
称
通
り
、
あ
え
て
旧
来
型
の
印
刷
機
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、
紙
質
や
イ
ン
ク
も
レ
ト
ロ
調
の
風
合

い
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
お
り
、
こ
れ
が
大
手
印
刷
会
社
の
印
刷
物
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
手
作
り
感
の
あ
る
、
個
性

的
な
表
現
を
可
能
に
し
て
お
り
、
同
社
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
（
３
）。

本
社
所
在
地
は
、
大
阪
市
北
区
豊
崎
で
あ
り
、
資
本
金
三
〇
〇
万

（
二
〇
一
七
年
六
月
一
六
日
現
在
）、
発
行
済
株
式
数
一
二
〇
万
株
（
同
）
で
あ
る
。

同
社
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
日
本
ク
ラ
ウ
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
運
営
す
る
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
に
お
い
て
、
株
式
発
行
に
よ

っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
た
。
同
社
の
募
集
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
申
込
期
間：

二
〇
一
七
年
六
月
一
六
日
〜
二
〇
一
七
年
六
月
一
七
日

②
　
目
標
募
集
額：

二
〇
〇
〇
万
円

③
　
資
金
調
達
額
の
資
金
使
途
に
つ
い
て：

・
目
標
募
集
額
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

（
ア
）
印
刷
注
文
シ
ス
テ
ム
開
発
費
五
〇
〇
万
円
、（
イ
）
東
京
支
店
開
設
費
用
一
五
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〇
〇
万
円

・
上
限
応
募
額
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

上
記
の
ほ
か
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
開
発
費
用
一
〇
〇
〇
万
円
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
事
業
の
人
件
費
三
〇
〇
万
円
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
を
用
い
て
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
自
身
の
作
品
を
出
品
で
き
る
自
費
出
版
支
援

購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
仮
称
）」
を
立
ち
上
げ
、
新
規
事
業
と
す
る
計
画
を
指
し
て
い

る
。
な
お
、
上
限
応
募
額
は
、
三
三
〇
〇
万
円
と
し
て
お
り
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
目
標
金
額
超
過
額
に
よ
っ
て
、
段
階
的

に
資
金
使
途
が
追
加
・
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

④
　
当
該
有
価
証
券
の
取
得
に
係
る
応
募
額
が
目
標
募
集
額
を
下
回
る
場
合
お
よ
び
上
回
る
場
合
に
お
け
る
当
該
応
募
額
の
取
扱
い

の
方
法：

募
集
株
式
の
取
得
に
係
る
応
募
額
が
目
標
募
集
額
を
下
回
る
場
合
、
募
集
は
中
止
し
、
募
集
株
式
の
取
得
に
係
る
応
募

額
が
目
標
募
集
額
を
上
回
る
場
合
、
応
募
総
額
が
上
限
応
募
額
三
三
〇
〇
万
円
に
達
す
る
ま
で
先
着
順
で
取
得
の
申
込
み
を
受
け

付
け
る
。

同
社
の
資
金
調
達
は
、
三
〇
七
〇
万
円
を
調
達
し
て
終
了
し
た
。
投
資
家
は
二
二
三
人
で
あ
り
、
一
人
平
均
投
資
額
は
約
一
三
・

八
万
円
で
あ
っ
た
。

同
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
以
下
の
調
査
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
　
同
社
が
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
選
択
し
た
要
因
と
し
て
、
同
社
の
事
業
承
継
の
必
要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
社

は
、
二
名
の
創
業
者
に
よ
っ
て
出
資
・
設
立
さ
れ
、
現
在
も
経
営
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
事
業
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
の
育
成

が
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
社
と
し
て
の
成
長
が
達
成
さ
れ
た
段
階
で
公
開
化
し
、
公
開
会
社
と
し
て
の
事
業
承
継
を

展
望
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
株
式
発
行
に
よ
る
株
主
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。
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②
　
同
社
に
は
、
価
格
面
で
の
競
争
力
に
乏
し
い
反
面
、
手
作
り
感
の
あ
る
印
刷
物
が
個
性
的
な
表
現
を
求
め
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の

評
判
を
呼
び
、
口
コ
ミ
で
顧
客
が
拡
大
し
た
。
そ
の
た
め
あ
え
て
革
新
的
な
技
術
導
入
や
広
告
費
を
使
わ
ず
、
特
化
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
。
そ
れ
が
奏
功
し
て
、
同
社
に
対
す
る
支
援
者
は
増
加
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
支

援
者
を
出
資
者
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
時
期
に
、
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
よ
っ
て
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
を
調
査
・
検
討
し
た
が
、
実
際
に
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
開

設
さ
れ
ず
、
す
ぐ
に
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
フ
ァ
ン
ド
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
な
か

っ
た
た
め
、
検
討
し
て
い
な
い
。

③
　
二
〇
一
六
年
一
月
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
を
行
い
、
目
標
額
一
〇
〇
万
円
に
対
し
て
、
六
〇

九
万
円
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
案
件
で
は
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「M

akuake

」
を
利
用
し
て
、
シ

ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
キ
ッ
ト
を
販
売
し
た
（
４
）。

こ
の
経
験
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
、
資
金
調
達
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

両
立
可
能
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
得
た
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
資
金
調
達

後
、
自
社
で
直
接
購
買
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

④
　
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
と
の
出
会
い
は
、
そ
の
情
報
を
ネ
ッ

ト
で
知
り
、
同
社
か
ら
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
資
金
調
達
が
行
わ
れ
た
。

⑤
　
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
際
に
留
意
し
た
こ
と
は
、
外
部
株
主
の
割
合
を
一
定
程
度
に
抑
え
る
こ
と
で

あ
り
、
創
業
者
二
名
が
合
計
で
約
九
〇
％
を
保
有
し
、
外
部
株
主
の
保
有
は
八
〜
九
％
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
支
配
権
を
二
名

に
残
し
、
迅
速
な
経
営
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

⑥
　
資
金
調
達
後
、
同
社
は
Ｉ
Ｒ
に
注
力
し
、
今
後
様
々
な
形
で
株
主
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
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株
主
優
待
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
招
待
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

⑦
　
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
と
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
出
資
者
は
、
基
本
的
に
は
重
複
し

な
い
と
見
て
い
る
。
後
者
は
女
性
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
男
性
中
心
で
あ
り
、
正
確
な
分
析
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、

ほ
ぼ
重
な
ら
な
い
と
判
断
で
き
る
。

⑧
　
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
手
数
料
率
は
二
〇
％
程
度
と
な
る
が
、
こ
の
金
額

は
相
対
的
に
安
価
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
銀
行
金
利
と
の
比
較
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
資
金
調
達
計
画
策
定
に
お
い
て
丁

寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
た
こ
と
や
、
資
金
調
達
後
の
Ｉ
Ｒ
活
動
助
言
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
の
対
価
と
い

う
観
点
か
ら
、
安
価
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

⑨
　
今
後
、
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
す
る
意
向
を
有
し
て
い
る
。
株
式
に
よ
っ
て
資
金
調
達
す
る
と
、
単
な
る

資
金
調
達
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
資
本
増
強
に
な
る
た
め
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
大
き
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
見
い
だ
せ
る
こ
と

も
重
要
な
効
果
で
あ
る
。

⑩
　
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
し
て

お
り
、
株
主
も
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
行
っ
た
場
合
、
上
場
コ
ス
ト
も
大
き
い
た
め
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
利
用
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
得
る
。

現
在
、
同
社
は
海
外
展
開
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
台
湾
な
ど
で
の
市
場
拡
大
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

前
者
同
様
、
同
社
も
今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て
満
足
な
成
果
が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
会
社
に
対
し
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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４
　
オ
ー
ル
ユ
ア
ー
ズ
の
事
例

株
式
会
社
オ
ー
ル
ユ
ア
ー
ズ
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
あ
り
、
そ
の
事
業
は
、
紳
士
服
・
婦
人

服
の
デ
ザ
イ
ン
、
企
画
、
小
売
お
よ
び
卸
売
販
売
、
委
託
販
売
を
行
い
、
生
活
に
必
要
十
分
な
価
値
を
提
供
す
る
事
業
「L

IF
E

-

SPE
C

事
業
」
を
標
榜
し
て
い
る
。
本
社
所
在
地
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
、
資
本
金
三
三
六
四
万
円
（
二
〇
一
七
年
七
月
一

一
日
現
在
）、
発
行
済
み
株
式
数
四
八
六
五
株
（
同
）
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
普
通
株
式
三
〇
四
〇
株
、
Ａ
種
優
先
株
式
六
一
七

株
、
Ｂ
種
優
先
株
式
六
七
〇
株
、
Ｃ
種
優
先
株
式
二
〇
四
株
、
Ｄ
種
優
先
株
式
三
三
四
株
で
あ
る
。

同
社
は
、
す
で
に
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
お
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
新
製
品
の
企
画
・
販

売
に
直
結
さ
せ
る
試
み
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
で
あ
り
、
同
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
①
二
〇
一
七
年
五
月
一
日
募
集
開
始
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
七
九
名
か
ら
一
六
六
万
五
〇
〇
〇

円
を
集
め
、
六
月
二
九
日
に
終
了
、
②
二
〇
一
七
年
七
月
三
日
募
集
開
始
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
七
一
八
名
か
ら
一
八
〇
九
万
六
七

八
四
円
を
集
め
、
八
月
二
九
日
に
終
了
し
た
。
さ
ら
に
、
③
現
在
募
集
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
目
標
金
額
一
〇
〇
万
円
に
対
し
て
、

す
で
に
二
〇
一
人
か
ら
三
九
一
万
一
〇
〇
〇
円
を
集
め
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
現
在
）
（
５
）。

同
社
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
、
日
本
ク
ラ
ウ
ド
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
運
営
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
に
お
い
て
、
株
式
発
行
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
た
。
同
社
の
募
集
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
　
申
込
期
間：

二
〇
一
七
年
七
月
三
一
日
〜
二
〇
一
七
年
八
月
一
日

②
　
目
標
募
集
額：

二
八
五
〇
万
円

③
　
資
金
調
達
額
の
資
金
使
途：

・
目
標
募
集
額
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

（
ア
）
Ｅ
Ｃ
　
事
業
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
拡
大
の
た
め
の
シ
ス
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テ
ム
構
築
費
一
二
八
〇
万
円
、（
イ
）
直
営
店
の
移
転
と
本
社
機
能
の
統
合
費
用
一
〇
〇
〇
万
円

・
上
限
応
募
額
達
成
時
の
資
金
使
途
内
訳：

（
ア
）
Ｅ
Ｃ
事
業
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
拡
大
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
構
築
費
一
二
八
〇
万
円
、（
イ
）
直
営
店
の
移
転
と
本
社
機
能
の
統
合
費
用
一
〇
〇
〇
万
円
、（
ウ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修

費
用
二
〇
五
万
円
、（
エ
）
知
的
財
産
権
取
得
費
用
三
四
〇
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
上
限
応
募
額
は
三
五
〇
〇
万

円
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
目
標
金
額
超
過
額
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
資
金
使
途
が
追
加
・
拡
充
さ
れ
て

い
る
。

④
　
当
該
有
価
証
券
の
取
得
に
係
る
応
募
額
が
目
標
募
集
額
を
下
回
る
場
合
お
よ
び
上
回
る
場
合
に
お
け
る
当
該
応
募
額
の
取
扱
い

の
方
法：

募
集
株
式
の
取
得
に
係
る
応
募
額
が
目
標
募
集
額
を
下
回
る
場
合
、
募
集
は
中
止
さ
れ
る
。
募
集
株
式
の
取
得
に
係
る

応
募
額
が
目
標
募
集
額
を
上
回
る
場
合
、
応
募
総
額
が
上
限
応
募
三
五
〇
〇
万
円
に
達
す
る
ま
で
先
着
順
で
取
得
の
申
込
み
を
受

け
付
け
る
。

同
社
の
資
金
調
達
は
、
約
一
二
時
間
で
三
五
〇
〇
万
円
に
達
し
、
最
終
的
に
約
定
金
額
三
二
三
七
万
五
〇
〇
〇
円
を
調
達
し
て
終

了
し
た
。
投
資
家
は
一
九
七
人
で
あ
り
、
一
人
平
均
投
資
額
は
約
一
六
万
円
で
あ
っ
た
。

同
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
以
下
の
調
査
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
　
同
社
が
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
目
的
は
、
資
金
調
達
で
あ
り
、
直
近
の
決
算
が
赤
字
で
あ
る
状
況
下

で
事
業
を
拡
大
さ
せ
る
投
資
に
向
け
た
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
経
験
か
ら
、
同
社
の
事
業
モ
デ
ル
に
共
感
し
て
く
れ
る
投
資
家
が
存
在

す
る
と
判
断
で
き
た
た
め
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
た
。

②
　
同
社
の
資
金
調
達
で
は
、
準
備
期
間
を
含
め
約
二
か
月
と
い
う
短
期
間
で
当
初
目
標
を
上
回
る
資
金
調
達
が
達
成
で
き
た
だ
け
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で
な
く
、
よ
り
多
く
の
投
資
家
と
の
接
点
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

③
　
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
出
資
者
と
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
は
、
あ
ま
り
重
な
ら
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
は
、
同
社
製
品
単
品
の
ユ
ー
ザ
ー
と
い
う
よ
り
、
事
業
全

体
へ
の
共
感
も
し
く
は
純
粋
に
投
資
目
的
で
投
資
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
に
対
し
て
も
、
購
入
型
の
情
報
提
供
な
ど
、
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
投
資
家
が
、
同
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ユ
ー
ザ
ー
に
転
化

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

④
　
株
主
に
対
し
て
、
流
動
性
供
給
の
た
め
に
、
株
主
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
在
の
株
主
に
、

換
金
ニ
ー
ズ
が
そ
れ
ほ
ど
高
い
と
思
え
ず
、
事
業
拡
大
へ
の
支
援
も
し
く
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
大
き
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
へ

の
期
待
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
　
今
後
の
同
社
の
課
題
は
、
出
口
戦
略
で
あ
る
。
ま
た
、
普
通
株
だ
け
で
な
く
、
優
先
株
発
行
な
ど
も
課
題
で
あ
る
。

⑥
　
今
回
利
用
し
た
「
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
」
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
満
足
し
て
い
る
。
特
に
、
各
種
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
丁

寧
で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え
る
と
、
手
数
料
は
高
く
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

⑦
　
今
後
、
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
資
金
調
達
し
た
企
業
の
経
営
者
が
集
ま
っ
て
、
経
営
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
研

究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

前
者
同
様
、
同
社
も
今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て
満
足
な
成
果
が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
会
社
に
対
し
て
も
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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ま
と
め

以
上
、
ソ
ニ
ー
銀
行
に
よ
る
投
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
組
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
三
社
に
よ
る
株

式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
も
と
に
紹
介
し
た
。
こ
こ
か
ら
以
下
の
点
が
指
摘
で

き
る
。

ま
ず
、
投
資
家
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
案
件
が
募
集
開
始
後
、
短
時
間
で
資
金
調
達
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
目
標
額
を
上
回
る

金
額
を
集
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
投
資
家
の
投
資
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
個
人
投
資
家
の
場
合
、
既
存
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

投
資
に
参
加
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
資
金
が
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
流
れ
て
い
る
面
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

投
資
先
に
対
す
る
「
応
援
・
共
感
」
に
魅
力
を
感
じ
る
投
資
家
層
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

次
に
、
資
金
調
達
者
に
つ
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
に
、
潜
在
的
な
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
、
既
存
の
銀
行
融
資
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
投
融
資
の
代
替
手
段
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
チ
ャ
ネ
ル
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
株
式
型
に
関
し
て
は
、
非
上
場
企
業
が
不
特
定
多
数
に
対
し
て
株
式
発
行
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
乏

し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
今
回
の
結
果
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
妥
当
し
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
三
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
業
者
は
、
自
社
の
企
業
理
念
を
重
視
し
、
採
算
の
面
で
か
な
り
厳
し
い
水
準
の
手
数
料
を

設
定
し
、
社
会
的
責
任
な
い
し
社
会
貢
献
の
観
点
か
ら
こ
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
金
融
機
関
や

証
券
会
社
に
と
っ
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
採
算
に
見
合
わ
な
い
業
務
で
あ
り
、
積
極
的
な
取
組
が
見
ら
れ
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
は
、
金
融
・
証
券
市
場
お
よ
び
業
界
に
と
っ
て
、
将
来
の
在
り
方
を
左
右
す
る
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
紹
介
し
た
ソ
ニ
ー
銀
行
の
取
組
は
、
既
存
の
金
融
機
関
や
証
券
会
社
に
と
っ
て
、
重
要

な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
資
金
調
達
企
業
も
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
営
業
者
の
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
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に
満
足
し
て
お
り
、
手
数
料
も
低
位
と
感
じ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

（
謝
辞
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
、
中
路
宏
志
氏
（
ソ
ニ
ー
銀
行
株
式
会
社
）、
成
瀬
三
千
男
氏
（
同
）、
岡
本
奈
緒
子
氏
（
同
）、
手
島
太
郎
氏

（B
ank

Invoice

株
式
会
社
）、
高
橋
裕
輔
氏
（
株
式
会
社
オ
ー
ル
ユ
ア
ー
ズ
）、
山
川
正
則
氏
（
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応

じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
１
）

こ
の
デ
ー
タ
は
、
日
経
テ
レ
コ
ン
に
よ
る
検
索
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
検
索
条
件
と
し
て
、
す
べ
て
の
新
聞
媒
体
と
し
た
。

（
２
）

た
だ
し
、
資
金
調
達
後
、
信
託
銀
行
と
契
約
を
締
結
し
、
現
在
は
信
託
銀
行
に
委
託
し
て
い
る
。

（
３
）

同
社
の
印
刷
を
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
、
手
紙
社
『
レ
ト
ロ
印
刷
の
本
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
二
〇
一
二
年
お
よ
び
レ
ト
ロ
印
刷
Ｊ
Ａ
Ｍ

『
印
刷
と
遊
ぶ
』
エ
ム
デ
ィ
エ
ヌ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
一
三
年
、
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）

M
akuake

の
Ｈ
Ｐ
、https://w

w
w

.m
akuake.com

/project/surim
acca/

（
５
）

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
の
Ｈ
Ｐ
、https://cam

p-fire.jp/profile/allyours_jp/type:project（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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